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	尼崎市
	令和７年４月
	職員共生・働き方向上計画
	目次
	計画の趣旨・目的
	計画の期間と位置づけ
	令和７年４月１日から令和１２年３月３１日までの５年間を計画期間とします。
	特定事業主行動計画
	Ｈ17
	障害者活躍推進計画
	職員共生・働き方向上計画

	Ｈ22

	Ⅰ期
	Ｒ7
	Ｒ2
	Ｈ27
	根拠法令


	■　次世代育成支援対策推進法
	■　女性の職業生活における活躍の推進に関する法律
	■　障害者の雇用の促進等に関する法律
	計画の方針


	働き方改革の推進
	家事、育児、介護等をしながら 活躍できる職場環境の整備
	更なる女性の活躍の推進
	障害者の活躍の推進
	市長事務部局


	現状と課題　Ⅰ-働き方改革の推進
	目標ライン
	（年度）
	135.7時間
	145.5時間
	141.8時間
	225人
	210人
	162人
	年間平均超過勤務等時間（※１）は年度により増減はあったものの、いずれも目標を達成できず、引き続き超過勤務等時間の縮減に向けた取組が必要となっている。
	超過勤務命令の上限時間の遵守や年次休暇の取得率については一定成果が現れている。
	年間平均 超過勤務等 時間
	超過勤務 命令の 上限違反者
	年次休暇の 年間取得率
	72.0%
	76.5%
	81.0%
	※１ コロナ対応等の特例的な事由による      超過勤務等時間を除いて集計

	達成
	市長事務部局



	現状と課題
	Ⅱ-家事、育児、介護等をしながら活躍できる職場環境の整備
	目標ライン
	（年度）
	69.4%
	75.7%
	98.1%
	男性版産休（合計７日間の休暇）については取得しやすい環境づくりが定着したことから、高い水準まで引上げることができた。
	男性職員の家庭生活への参画意識に加え、男女双方が家事・育児等をしながら活躍できる職場づくりを進めていくことで男性職員の育児休業取得率が向上した。
	男性版産休の 完全取得
	男性職員の育児休業 取得者率
	40.7%
	45.2%
	67.3%
	達成

	市長事務部局


	現状と課題　Ⅲ-更なる女性の活躍の推進
	12.9%
	14.3%
	17.8%
	31.7%
	31.1%
	29.0％
	Ｒ３年度以降、係長級の女性職員の多くが課長級へ昇格したことから、課長級の女性比率が増加した。
	女性職員の採用が増加したことに伴い、職員に占める女性の割合も増加した。
	課長級以上に 占める 女性の割合
	達成
	課長補佐・ 係長以上に 占める 女性の割合
	43.8%
	職員に 占める 女性の割合
	44.1%
	44.7％
	市長事務部局


	現状と課題　Ⅳ-障害者の活躍の推進
	R5
	R4
	R6
	（年度）
	目標ライン

	合理的配慮を知らない職員の割合は、計画策定時に比べて改善されているものの、目標達成に至っていない。
	　（Ｒ１:５１％）
	合理的配慮が出来ていると思う障害のある職員の割合は、令和５年度においては目標を達成できている。

	　（Ｒ１:１２％）
	障害者の法定雇用率以上の任用は、毎年度目標を達成することができている。
	7.5%
	4.8%
	8.2%
	21.5%
	2.69%
	2.67%
	2.68％
	合理的配慮を 知らない 職員の割合

	36.1%
	34.3％
	障害者の 法定雇用率 以上の任用 （６/１時点）

	達成


	仕事の進め方の効率化
	■ ＡＩやＲＰＡの活用などのＩＣＴ化を 　 通じた業務効率化の推進
	方向性と取組　Ⅰ-働き方改革の推進

	超過勤務等時間の縮減
	休暇の取得促進
	方向性と取組
	Ⅱ-家事、育児、介護等をしながら活躍できる職場環境の整備


	男性職員の子育てへの 関わり方改革
	ワーク・ライフ・バランス実現に向けた 意識改革・職場環境づくり
	家事、育児、介護等に配慮した柔軟な働き方の構築
	職域拡大・計画的育成と キャリア形成支援
	女性管理職員の登用
	方向性と取組　Ⅲ-更なる女性の活躍の推進


	妊娠・出産・育児に 対する配慮
	障害や障害者、 合理的配慮等の理解浸透
	方向性と取組　Ⅳ-障害者の活躍の推進

	双方向コミュニケーションによる不安解消と共感
	能力を発揮できる 環境づくりと機会の創出
	市長事務部局
	今後の目標設定　Ⅰ-働き方改革の推進
	141.8時間
	120時間
	■ 年間平均超過勤務等時間
	■ 超過勤務命令の上限の遵守
	■ 年次休暇の取得率


	120.0Ｈ以下へ
	上限を超えた職員数
	0人へ
	年間平均 超過勤務等 時間
	162人
	0人
	超過勤務 命令の 上限違反者
	81.0%
	年次休暇の 年間取得率

	85.0％以上へ
	85.0%
	市長事務部局

	今後の目標設定
	Ⅱ-家事、育児、介護等をしながら活躍できる職場環境の整備
	67.3%

	■ 男性版産休の完全取得


	100％へ
	98.1%
	男性版産休の 完全取得
	100%
	■ 男性職員の育児休業取得者率

	85.0％以上へ
	男性職員の育児休業 取得者率
	85.0%
	■ 課長級以上に占める女性の割合
	■ 係長級に占める女性の割合
	■ 職員に占める女性の割合

	25.0％以上へ
	35.0％以上へ
	50.0％へ
	市長事務部局
	今後の目標設定　Ⅲ-更なる女性の活躍の推進
	17.8%
	25.0%
	29.0％
	35.0％
	課長級以上に 占める 女性の割合
	課長補佐・ 係長以上に 占める 女性の割合
	44.7％
	職員に 占める 女性の割合
	50.0％
	市長事務部局


	今後の目標設定　Ⅳ-障害者の活躍の推進
	8.2%
	0%
	2.78%
	3.0%
	■ 合理的配慮を知らない職員の割合
	■ 障害者の法定雇用率以上の任用
	■ 障害者の採用後１年間の定着率


	0％へ
	3.0％以上へ
	100％へ
	合理的配慮を 知らない 職員の割合
	障害者の 法定雇用率 以上の任用
	94.4%
	障害者の 採用後１年間の定着率
	100%
	市長事務部局
	R10実績
	R11実績


	各任命権者の今後の目標設定と実績
	Ｒ11までの目標
	R7実績
	R8実績
	R9実績
	120.0Ｈ
	142.6Ｈ
	消防局
	R10実績
	R11実績


	各任命権者の今後の目標設定と実績
	Ｒ11までの目標
	R7実績
	R8実績
	R9実績
	72.0Ｈ
	75.8Ｈ
	公営企業局
	R10実績
	R11実績


	各任命権者の今後の目標設定と実績
	Ｒ11までの目標
	R7実績
	R8実績
	R9実績
	150.0Ｈ
	155.2Ｈ
	教育委員会事務局
	R10実績
	R11実績


	各任命権者の今後の目標設定と実績
	R8実績
	R9実績
	Ｒ11までの目標
	R7実績
	年間平均超過勤務等時間
	超過勤務命令の上限違反者
	年次休暇の年間取得率
	男性版産休の完全取得
	男性職員の育児休業取得者率
	課長級以上に占める女性の割合
	課長補佐・係長級以上に占める女性の割合
	職員に占める女性の割合
	合理的配慮を知らない職員の割合
	障害者の法定雇用率以上の任用
	障害者の採用後１年間の定着率
	（教：－、他：204.0H）


	179.0Ｈ
	204.0Ｈ
	0人
	29人
	75.0%
	60.7%
	100%
	68.1%
	85.0%
	62.5%
	25.0%
	18.9%
	35.0%
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